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マ
i
ガ
リ
事
件
を
め
ぐ
る
英
清
交
渉

|
|
ウ
ェ

l
ド
の
第
二
次
北
京
離
脱
ま
で
|
|

ム
間
耐
・

示
巾

戸

輝

夫

t土

じ

め

て
涯
遣
し
た
。

英
園
は
、
古
く
か
ら
の
貿
易
路
で
あ
る
緬
濃
ル

l
ト
の
探
査
の
た
め
に
、
二
度
に
わ
た
っ
て
調
査
隊
を
ビ
ル
マ
領
バ

l
モ
か
ら
雲
南
に
向
け

〈

1
)

一
八
六
八
年
二
月
の
ス
レ
イ
ド

ン
陵
(
開・回・

ω-包
g
豆一日巴
O

ロ〉

一
八
七
五
年
二
月
の
ブ
ラ
ウ
ン
陵
(
戸
田
E
司
号
玄

5
Zロ〉
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が
そ
れ
で
あ
る
。

ス
レ
イ
ド
ン
除
は
、
騰
越
に
お
け
る
約
一
箇
月
牢
の
滞
在
を
含
め
、
前
後
六
箇
月
蝕
の
日
時
を
費
い
や
し
目
的
を
遂
げ
た
。

が
騰
越
で
交
渉
を
も
っ
た
回
民
政
権
は
、
十
八
年
聞
に
わ
た
っ
て
清
朝
と
劉
抗
し
て
い
た
が
、

の
接
貼
騰
越
を
失
い
、
英
園
の
期
待
も
空
し
く
崩
壊
し
た
。

し
か
し
調
査
陵

一
八
七
三
年
三
月
大
理
、
同
年
五
月
に
は
最
後

「
よ
り
良
好
な
朕
態
の
下
で
英
閣
の
一
商
業
に
と
っ

(
2〉

て
内
陸
ル

l
ト
貿
易
を
再
開
す
る
時
期
が
や
っ
て
来
た
こ
と
を
確
信
す
る
」
と
述
べ
る
に
至
っ
た
。
後
者
の

e

ブ
ラ
ウ
ン
隊
は
、
こ
う
し
て
緬
濃

雲
南
に
清
朝
の
統
治
が
復
活
す
る
と
、
英
領
ピ
ル
マ
の
首
席
長
官
エ
デ
ン

(Eg)
は、

貿
易
の
復
興
を
一意
固
し
て
、

イ
ン
ド
政
府
に
よ
っ
て
企
霊
さ
れ
た
。

パ
メ
ポ
ー
ト

木
圏
外
務
省
に
、
ブ
ラ
ウ
ン
隊
用
の
護
照
を
獲
得
し
た
こ
と
、
そ
れ
を
届
け
る
た
め
に
領
事
館
員
マ

I
ガ
リ
(
〉
・
戸

p
p
a
Rる
を
陸
路
雲
南

に
波
遣
す
る
と
打
電
し
た

q・
0
・
8
印¥ロ¥区〉。

一
八
七
四
年
七
月
、
北
京
の
英
閤
公
使
ウ
ェ

I
ド

(
吋
・
同
り
・
当
色
。
)
t土



〈

3
〉

八
月
二
日
上
海
を
出
襲
、
漢
口
を
経
て
湖
南
・
貴
州
雨
省
を
通
過
し
、
十
一
月
二
十
七
日
、
雲
南
府
に
到
着
し
た
。
嘗
時
、

雲
南
省
は
回
民
起
義
が
鎮
座
さ
れ
て
日
も
浅
く
、
排
外
的
な
雰
圏
気
も
み
ら
れ
治
安
は
良
好
と
は
言
え
な
か
っ
た
が
、
マ

1
ガ
リ
は
、
十
二
月

七
五
年
一
月
四
日
、
無
事
騰
越
に
到
着
し
た

0

・
ブ
ラ
ウ
ン
陵
は
、
ま
だ
バ

l
モ
に
滞
留
し
て
い
た
の
で
、
マ

l
ガ
リ
は

引
き
績
き
調
査
隊
の
先
導
と
な
り
パ

1
モ
を
出
護

マ
l
ガ
リ
は
、

大
理
、
永
昌
を
通
り
、

ハ

l
モ
に
向
い

十
七
日
同
地
に
到
着
し

護
照
を
届
け
る
任
務
を
達
成
し
た
。
彼
は

〆

--e論

、tM
争
れ
ふ

μ

騰
越
へ
の
途
次
、

蜜
允
で
何
者
か
に
殺
害
さ
れ
、

後
護
の
ブ
ラ
ウ
ン
陵
も
襲
撃
を
受
け
た
〈
二
十
二
日
)
。

い
わ
ゆ
る
マ

l
ガ
リ
事

件
、
或
は
雲
南
問
題
の
護
生
で
あ
る
。

こ
こ
に
事
件
の
慮
理
を
め
ぐ
り
、
総
理
街
門
を
相
手
と
す
る
ウ
ェ

1
ド
の
、
約
一
年
半
に
及
ぶ
封
清
交
渉
が
展
開
さ
れ
る
。
坂
野
正
高
氏
は

「
英
園
公
使
ト
マ
ス
・
ウ
ェ

l
ド
は
こ
の
事
件
を
機
舎
に
、
英
園
と
中
園
と
の
聞
の
懸
案
を
一

挙
に
解
決
す
る
こ
と
を
企
て
、
一
方
的
・
高
座

(

4

)

 

的
な
交
渉
を
行
な
っ
た
」
と
述
べ
、
王
縄
租
氏
は
「
英
園
政
府
は
、
そ
の
南
手
を
玩
弄
し
武
力
に
よ
る
強
要
と
外
交
に
よ
る
ご
ま
か
し
に
よ
っ

(

5

)

 

て
、
封
建
制
下
の
弱
鐙
清
朝
に
迫
っ
て
各
種
の
侵
略
的
な
特
権
を
認
め
さ
せ
た
」
と
評
し
て
い
る
。
雨
者
と
も
、
ウ
ェ

I
ド
の
交
渉
に
巌
し
い

評
債
を
下
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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確
か
に
、

ウ
ェ

1
ド
は
一
人
の
英
圏
外
交
官
の
不
慮
の
死
を
最
大
限
に
利
用
し
、
三
度
に
わ
た
る
北
京
離
脱
、
英
園
艦
隊
の
北
上
、
北
洋
大

臣
李
鴻
章
の
引
き
ず
り
出
し
な
ど
、
硬
軟
と
り
ま
ぜ
て
の
外
交
手
段
を
腫
使
し
、
事
件
と
直
接
関
係
の
な
い
要
求
を
呑
ま
せ
よ
う
と
し
た
。
従

っ
て
、
右
の
雨
氏
の
評
債
は
安
嘗
な
も
の
と
い
え
よ
う
。

周
知
の
如
く
、

事
件
は
一
八
七
六
年
九
月
、

チ
ー
フ
候
約
に
よ
っ
て
決
着
す
る
。

チ
ー
フ
倹
約
は
三
端
よ
り
成
り

雲
南
問
題
は
第

一
端

「
昭
雲
濃
案

L
3
2
r
s
g件
。
ご

Z
Jヘ
5
・
z
s
p目
。
〉
で
解
決
さ
れ
た
が
、

英
園
に
と
っ
て
同
僚
約
の
よ
り
大
き
な
一
意
義
は
、

英
園
の
中
園
開
放
政
策
は
、

第
二
端
「
公

式
の
遁
交
」

(
O
回

n
E
F
Z
5
2
3
0
)
第
三
端
「
通
一
商
」
(
斗
日
仏
与
に
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、

一
八
四

O
年
の
ア

ヘ
ン
戦
争
・
南
京
係
約
以
来
、
こ
こ
に
至
っ
て
ひ
と
ま
ず
完
結
す
る
。

309 

事
件
護
生
か
ら
チ

1
フ
燦
約
締
結
に
至
る
約
一
年
半
の
交
渉
過
程
を
追
っ
た
も
の
と
し
て
、

(

6

)

 

王
縄
租
、
思
「
練
英
南
氏
の
研
究
が
あ
る
。
前
者
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は
、
七
六
年
六
月
ま
で
を
「
中
英
外
交
談
判
」
と
し
て
五
期
に
分
け
、
そ
の
後
を

「
煙
蓋
合
同
議
」
と
し
て
分
析
し
、
後
者
は
こ
の
聞
を
「
交
渉

之
経
過
」
と
し
て
三
期
に
分
け
て
い
る
。

筆
者
は
、

の
で
、
本
稿
は
そ
の
第
一
期
、

ウ
ェ

l
ド
の
北
京
離
脱
、
上
海
行
を
霊
期
と
し
て
、

す
な
わ
ち
事
件
の
第
一
報
を
得
た
日
(
一
一
一
月
十
一
日
)
か
ら
、

四
期
に
分
け
て
考
え
よ
う
と
す
る
も

四
月
十
日
の
上
海
着
に
至
る
約
一
箇
月
聞
の
交

渉
を
扱
っ
て
い
る
。
筆
者
は
、
こ
の
期
の
ウ
ェ

l
ド
の
交
渉
は
、
雲
南
問
題
の
慮
理
を
軍
に
謝
罪
と
賠
償
に
移
ら
せ
ず
懸
案
を
解
決
す
る
場
に

仕
立
て
あ
げ
る
基
調
を
作
り
出
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
期
の
ウ
ェ

l
ド
の
要
求
に
は
、
後
、
チ
ー
フ
傑
約
の
第
二
、
第
三
端
に
お
い

て
確
認
さ
れ
る
懸
案
事
項
の
要
求
が
萌
芽
的
に
示
さ
れ
て
い
る
し
、
以
後
の
交
渉
に
お
い

て
一
貫
し
て
み
ら
れ
る
脅
し
と
腫
け
ひ
き
に
よ
る
外

交
手
段
が
、
こ
の
期
の
交
渉
の
中
で
も
遺
憾
な
く
護
揮
さ
れ
て
レ
る
。
筆
者
の
第
一
期
は
、

王
縄
租
氏
の
ハ
円
、
同
期
、
民
「
諌
英
氏
の
前
期
に
含

ま
れ
、
本
稿
の
記
述
は
二
氏
の
そ
れ
と
一
部
重
複
す
る
が
、
本
稿
は
交
渉
過
程
を
二
氏
に
比
し
て
よ
り
逐
目
的
に
、
従

っ
て
よ
り
詳
細
に
述
べ

こ
の
期
の
英
清
交
渉
を
鮮
明
に
し
て
い
る
。

ま
た
こ
の
期
の
清
園
側
の
麿
劉
ぶ
り
に
つ
い
て
は
、
『
文
献
叢
編
』
『
清
季
外
交
史
料
』
所
牧
の
史
料
に
牧
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
。

-108ー

従
っ
て
本
稿
は
英
園
の
外
交
文
書
に
よ
り
そ
の
依
を
埋
め
、
南
園
の
交
渉
経
過
を
再
現
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
。

一
八
七
五
年
三
月
十
一
日
夕
、
北
京
の
英
園
公
使
館
に
一
通
の
電
報
が
届
い
た
。
公
使
ウ

ェ
l
ド
は
、
俳
園
公
使
館
で
開
催
中
の
キ
ュ
ー
バ

に
お
け
る
中
園
人
移
民
の
待
遇
問
題

(
キ
ュ
ー
バ
問
題
)
に
つ
い
て
の
協
議
禽
に
出
席
中
で
あ
り
、

開
館
後
、
-
初
め
て
そ
れ
を
誼
ん
だ
。
そ
れ
は

(
7〉

カ
ル
カ
ッ
タ
の
イ
ン
ド
穂
督
か
ら
瑳
信
さ
れ
た
も
の
で
、
驚
く
べ
き
事
件
の
護
生
を
惇
え
る
第
一
報
で
あ
っ
た
。

三
月
三
日
、

す
な
わ
ち
、
二
月
二
十
二
日
、
バ

l
モ
か
ら
騰
越
に
向
っ
た
英
園
調
査
隊
が
冨

g
m耳
uB日
(
鐙
允
〉

よ
り
準
護
し
た
数
百
名
の
中
園
軍
に
襲

撃
さ
れ
、

軽
傷
三
名
と
所
有
物
資
を
全
て
失
う
被
害
を
受
け
た
こ
と
、
陵
に
先
立
ち
出
渡
し
て
い
た
マ

l
ガ
リ
と
そ
の
五
人
の
従
者
が
壁
允

で
殺
害
さ
れ
、
彼
ら
の
首
が
町
の
城
壁
に
懸
け
ら
れ
た
こ
と
、

襲
撃
隊
は

F
2・田町中
S
E
(李
珍
園
〉
の
甥
に
よ
っ
て
指
揮
さ
れ、

騰
越
知
事



の
命
に
よ
っ
て
汲
遣
さ
れ
た
三
千
名
の
軍
の
前
衛
で
あ
る
こ
と
な
ど
、

護
生
を
告
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
マ

l
ガ
リ
事
件
富
田
門
官
弓
〉
同
色
円
〈
或
い
は
雲
南
問
題
)
の

英
園
本
園
に
お
い
て
も
イ
ン
ド
線
督
か
ら
電
報
を
受
け
た
外
務
省
で
は
、
外
務
大
臣
ダ

I
ピ
由
主
。
向
。
2
S
)
が
即
刻
、
四
日
午
後
六
時

(
8
)
 

二
十
分
譲
の
電
報
で
北
京
の
ウ
ェ

l
ド
に
指
令
を
輿
え
た
。
そ
れ
は
、

王
縄
租
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
事
件
に
つ
い
て
巌
し
い
調
査
を
要
求

す
る
こ
と
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
有
数
な
慮
置
に
闘
す
る
意
見
を
報
告
せ
よ
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
勿
論
、
十
一
日
に
は
、
こ
の
電
報
は

(
9〉

ま
だ
ウ
ェ

l
ド
の
手
元
に
届
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
彼
は
イ
ン
ド
綿
督
の
電
報
に
基
づ
い
て
事
件
の
設
生
を
恭
親
王
突
訴
に
通
知
し
た
。

事
件
を
俸
え
た
ウ
ェ

1
ド
の
胸
中
は
複
雑
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
何
故
な
ら
三
日
の
目
、
そ
れ
は
皮
肉
に
も
マ

I
ガ
リ
の
死
が
イ

ン
ド
穂
督
か
ら
打
電
さ
れ
た
日
で
あ
る
が
、
ウ
ェ

l
ド
は
恭
親
王
と
組
理
街
門
に
マ

l
ガ
リ
の
バ

1
モ
へ
の
無
事
到
着
に
梯
わ
れ
た
清
朝
側
の

(

叩

〉

壷
力
に
感
謝
の
念
を
表
明
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
し
、
一
方
「
将
来
最
も
有
望
な
部
下
」
と
考
え
て
い
た
マ

l
ガ
リ
の
死
に
深
い
悲
し
み
を
費

た
と
思
わ
れ
る
騰
越
に
非
常
に
巌
し
い
懲
罰
を
課
す
よ
う
、
イ
ン
ド
政
府
に
軍
事
行
動
を
依
頼
し
た
い
と
の
強
硬
意
見
の
吐
露
も
み
ら
れ
た
の

(

日

〉

で
あ
る
。
し
か
し
、
間
も
な
く
冷
静
さ
を
取
り
戻
し
た
ウ
ェ

I
ド
は
、
こ
の
問
題
の
交
渉
に
何
を
要
求
す
べ
き
か
慎
重
に
考
慮
し
た
と
思
わ
れ

-109ー

え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
日
の
ウ
ェ

1
ド
の
シ
ョ

γ

グ
を
表
わ
す
か
の
よ
う
に
、
彼
は
ダ
l
ピ
へ
の
覆
命
文
に
お
い
て
、
攻
撃
を
命
令
し

る
。
彼
の
頭
に
は
、
天
津
傑
約
第

N
項
ハ
公
使
の
待
遇
等
)

同
凶
凶
〈
口
同
項
(
関
税
等
)
の
改
善
が
浮
か
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
要

求
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ウ
ェ

l
ド
の
封
清
交
渉
の
第
一
歩
は
、
事
件
に
劃
し
て
純
理
街
門
の
取
っ
た
最
初
の
措
置

へ
の
抗
議
か
ら
始
ま
る
。

さ
て
事
件
を
通
知
さ
れ
た
恭
親
王
は
、
十
四
日

「
雲
南
の
督
撫
に
念
使
を
汲
し、

遅
滞
す
る
こ
と
な
く
設
生
し
た
事
態
を
探
求
し
、
そ
の

(

ロ

)

結
果
の
報
告
を
求
め
る
命
令
を
裂
し
た
」
と
通
知
し
て
き
た
。
こ
れ
に
劉
し
ウ
ェ

l
ド
は
、
翌
十
五
日
、
右
の
慮
置
は
覆
命
ま
で
に
少
く
と
も
六

(

日

)

箇
月
を
要
す
と
考
え
ら
れ
、
と
う
て
い
英
園
政
府
を
満
足
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
と
抗
議
し
た
。
ま
た
組
理
街
門
に
は
「
過
日
の
併
公
使
館
に

お
け
る
キ
ュ
ー
バ
問
題
協
議
以
前
に
事
件
の
護
生
を
知
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
こ
の
事
件
が
満
足
に
虚
理
さ
れ
る
ま
で
は
ウ
ェ

l
ド
自
身
、
キ
ユ

311 
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(

M

)

 

I
バ
問
題
の
解
決
に
積
極
的
な
役
割
を
果
す
こ
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
」
と
述
べ
、
今
後
の
交
渉
に
お
い
て
キ
ュ
ー
バ
問
題
の
解
決
が
影
響

を
受
け
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
唆
し
た
。
ウ
ェ

l
ド
の
脅
し
の
第

一
弾
で
あ
る
。

こ
こ
で
ウ

ェ
l
ド
は
、
交
渉
が
難
航
し
長
び
く
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
次
の
手
段
を
考
慮
し
た
。
す
な
わ
ち
、

十
六
日
、
彼
は
密
か
に
海
軍

中
眼
前
ラ
イ
ダ

l
(
5
2
〉
島

E
E
H
N
E
t
)
に
事
件
の
概
要
を
俸
え
、
「
恭
親
王
の
命
令
に
は

一
か
け
ら
の
同
情
も
驚
博
の
念
さ
え
も
含
ん
で
い

な
い
」
「
最
も
速
い
艦
で
北
上
す
る
こ
と
、

り
、
も
し
何
ら
か
の
交
渉
が
中
園
側
と
も
た
れ
る
と
し
た
ら
、
閣
下
が
到
着
し
た
と
い
う
情
報
は
、
最
大
の
数
果
を
生
み
だ
す
だ
ろ
う

」
と
書

(

日

)

き
、
そ
の
北
上
を
要
請
し
た
。

艦
隊
の
臨
場
を
必
要
と
す
る
段
階
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、

閣
下
と
相
談
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ

(
日
目
〉

ウ
ェ

l
ド
の
抗
議
を
受
け
た
恭
親
王
は
、
十
七
日
、
あ
ら
た
め
て
次
の
三
貼
を
回
答
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
ハ
門
賞
面
は
、
犯
人
を
設
見
し

嘗
一該
地
方
の
責
任
者
を
明
き
ら
か
に
す
る
た
め
に
調
査
を
貫
施
し
、
そ
の
後
、
将
来
の
警
告
の
た
め
に
巌
格
な
慮
罰
を
行
う
こ
と
が
不
可
紋
だ

な
重
大
問
題
を
軽
硯
す
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
貼
に
つ
い
て
は
、
組
理
街
門
は
、

か
つ
て
「
殺
人
者
が
無
罪
で
樟
放
さ
れ
る
な
ら
ば
、
公
衆
を

-110ー

と
考
え
て
い
る
こ
と
。
。
先
の
雲
南
督
撫

へ
の
命
令
は

一
日
六
百
里
の
至
急
便
で
十
四
日
に
護
逸
さ
れ
た
。
己
中
園
は
、
殺
人
事
件
の
よ
う

満
足
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
英
園
公
使
に
俸
え
た
こ
と
を
喚
起
さ
れ
た
い
。

(

ロ

〉

こ
の
回
答
を
得
た
ウ
ェ

l
ド
は
、
第
三
に
引
か
れ
て
い
た
総
理
街
門
の
言
辞
に
激
し
く
反
裂
し
た
。
何
故
な
ら
、
そ
の
言
鮮
は、

フ
ォ

l
セ

γ

ト
事
件
(
司
，

Z
3
3
2
C
M
O〉
に
お
い
て
英
園
の
と
っ
た
庭
置
を
総
理
街
門
が
批
難
す
る
た
め
に
述
べ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ウ
ェ

l
ド
に
す
れ
ば

フ
ォ

l
セ
ッ
ト
の
中
園
人
殺
人
は
偶
然
に
突
設
し
た
も
の
で
、
そ
の
殺
人
責
任
は
必
ず
し
も
フ
ォ

l
セ
ッ
ト
に
あ
る
と

見
な
し
て
は
い
な
か
っ
た
。

一
方、

マ

l
ガ
リ
の
殺
害
は
、
中
園
政
府
護
給
の
護
照
を
所
持
し
た
英
園
官
員
が
、
中
園
人
官
員
の
指
令
す
る
軍

に
よ
り
な
さ
れ
た
可
能
性
が
極
め
て
濃
厚
で
、
中
園
側
は
、
そ
の
殺
人
責
任
を
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
認
識
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

フ
ォ

l
セ
ッ
ト
事
件
に
つ
い
て
の
雨
園
の
見
解
の
相
違
は
、
以
後
の
交
渉
の
中
で
も
し
ば
し
ば
論
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ウ
ェ

1
ド
は
、
英
園
の
考
え
方
を
鮮
明
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
、

十
八
日
総
理
街
門
と
の
禽
談
を
要
求
し
た
。
こ
の
要
請
に
鷹
え
て



翌
十
九
日
、
総
理
街
門
か
ら
沈
桂
芽
、
毛
頑
固
山
、
董
情
、
崇
厚
が
公
使
館
を
訪
れ
、
ウ
ェ

I
ド
以
下
フ
レ
イ
ザ

l
q
gお乙、

(

国

〉

ノ
(
。
円

0
2
8
0『
〉
、
メ
イ
ヤ
l
ズ

(ζ
ミ
O

『
臼
)
、
エ
ド
ワ

1
ズ

Q
L
d
E
H
r同
〉
ら
と
舎
見
し
た
。

グ
ロ
ス
ヴ
ェ

l

席
上
、

沈
桂
芽
は
雲
南
の
督
撫
に
出
さ
れ
た
命

令
の
潟
し
が
一
雨
日
中
に
英
園
公
使
に
手
渡
さ
れ
る
こ
と
、
雲
南
で
調
査
と
裁
判
が
行
わ
れ
る
見
逼
し
だ
と
説
明
し
た
。

こ
れ
に
雁
え
て
ウ
ェ

l
ド
は
、
ハ
門
事
件
の
調
査
は
英
園
官
員
と
共
同
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

ωそ
の
た
め
に
領
事
一
、
二
名
を
、
彼

遣
す
る
用
意
が
あ
り
、
彼
ら
は
そ
の
際
、
裁
判
の
最
終
段
階
ま
で
滞
在
す
る
、
骨
イ
ン
ド
政
府
の
官
員
が
そ
れ
に
参
加
す
る
か
否
か
は
、
イ
ン

ド
綿
督
の
決
定
に
委
ね
ら
れ
る
と
の
諸
黙
を
要
求
し
た
。
更
に
績
け
て
、
彼
は
今
後
の
交
渉
に
お
け
る
論
黙
と
し
て
二
つ
の
新
し
い
提
案
付
犯

さ
れ
た
兇
行
と
負
わ
さ
れ
た
損
害
へ
の
賠
償
、
∞
協
議
中
の
キ
ュ
ー
バ
問
題
の
調
停
中
止
を
行
な
っ
た
。

前
者
に
つ
い
て
ウ
ェ

1
ド
は
、
「
現
時
鳥
で
は
ウ
ェ

l
ド
自
身
の
責
任
に
お
い
て
賠
償
額
を
決
定
す
る
用
意
が
あ
る
が
、
交
渉
が
長
び
け
ば
、

本
園
政
府
か
ら
異
っ
た
額
の
指
令
が
来
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
」
と
説
明
し
、
濁
断
で
賠
償
交
渉
を
進
め
自
ら
の
功
績
を
た
て
る
意
志
を
示
し

た
。
後
者
に
つ
い
て
は

「
他
園
の
公
使
は
、

ウ
ェ

l
ド
の
連
絡
を
待
っ
て
い
る
朕
態
で
あ
り
、
も
し
雲
南
問
題
が
満
足
に
解
決
さ
れ
な
い
な

-111ー

ら
ば
、
こ
の
問
題
か
ら
即
刻
手
を
引
く
こ
と
を
彼
ら
に
俸
え
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
再
び
脅
迫
し
た
。

舎
談
の
終
了
際
に
ウ
ェ

l
ド
は
、
海
軍
中
賂
ラ
イ
ダ

l
の
北
上
を
要
請
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
彼
は
、
こ
の
要
請
は
「
敵
劃
の
た
め

で
は
な
く
、
問
題
の
早
期
解
決
の
た
め
」
と
説
明
し
た
が
、
明
ら
か
に
そ
れ
は
脅
迫
の
言
僻
で
あ
り
、
王
縄
租
氏
が
こ
の
ウ
ェ

I
ド
の
慮
置
を

「
西
洋
資
本
主
義
園
家
が
、

一
貫
し
て
中
園
に
『
畑
艦
』
政
策
を
と
っ
た
」
と
評
す
の
も
も
っ
と
も
で
あ
る
。

ウ
ェ

l
ド
の
脅
迫
ま
じ
り
の
説
明
を
聞
い
た
王
大
臣
は
「
こ
の
十
五
年
来
、

ウ
ェ

l
ド
は
極
度
の
寛
容
さ
を
示
し
て
き
た
こ
と
、
中
園
と
外

固
と
の
聞
に
横
た
わ
る
不
一
致
を
と
り
除
く
た
め
に
蚤
力
し
て
き
た
こ
と
を
十
分
に
記
憶
し
て
い
る
」
と
、
ウ
ェ

I
ド
に
懐
柔
の
言
葉
を
示
し

「
権
限
の
範
圏
内
に
あ
る
こ
と
は
貫
行
す
る
が
、
恭
親
王
と
相
談
し
て
か
ら
回
答
し
た
い
」
と
}
返
答
す
る
の
が
せ
い
一
杯
で
あ
っ
た
。

つ
つ
、
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総
理
街
門
は
こ
の
日
、
事
件
を
上
奏
し
て
い
た
が
(
上
誌
は
二
十
一
日
〉
、

事
件
、
前
年
の
日
本
と
の
蓋
湾
事
件
の
数
訓
に
鑑
み
、

清
朝
は
露
圏
と
の
イ
リ

(
川
口
〉

マ
l
ガ
リ
事
件
の
鹿
理
に
つ
い
て
は
慎
重
に
封
慮
し
た
い
と
の
希
望
を
も
っ
て
い
た
。

王
縄
組
、

思
「練
英
雨
氏
の
説
く
よ
う
に
、
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故
に
、

ウ
ェ

l
ド
か
ら
渡
せ
ら
れ
る
キ
ュ
ー
バ
問
題
の
調
停
中
止
と
か
、
海
軍
中
将
ラ
イ
ダ
l
の
北
上
要
請
と
か
の
相
つ
ぐ
脅
迫
的
言
酔
に
何

ら
有
数
な
反
撃
を
な
し
得
ず
、
極
力
紛
糾
を
避
け
よ
う
と
す
る
弱
腰
の
態
度
に
終
始
し
た
。

ウ
ェ

l
ド
は
、
明
二
十
日
、
引
き
績
き
協
議
を
行
う
た
め
プ
レ
イ
ザ
!
と
メ
イ
ヤ
1
ズ
を
総
理
衛
門
に
赴
か
せ
る
こ
と
を
王
大
臣
に
約
束
さ

せ
た
。こ

の
日
の
禽
談
終
了
後
、

ウ
ェ

1
ド
は
、
明
日
討
議
さ
れ
る
べ
き
項
目
を
究
書
と
し
、

(

却

〉

そ
の
日
の
う
ち
に
総
理
街
門
に
俸
迭
し
た
。
こ
の
魔

書
に
は
、
童
の
舎
談
の
際
に
は
提
示
さ
れ
な
か
っ
た
新
し
い
要
求
が
附
加
さ
れ
た
。
そ
れ
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

ハ
円
こ
の
事
件
に
つ
い
て
恭
親
王
か
ら
皇
帝
に
出
さ
れ
る
上
奏
文
の
箪
案
を
、
事
前
に
見
せ
る
こ
と
。
ま
た、

そ
の
上
奏
文
に
劃
す
る
皇
帝
の

-112ー

議
旨
を
「
官
報
」
(
の
S
0
3
0
)

に
公
表
す
る
こ
と
。

。
賠
償
額
は
十
五
蔦
雨
と
す
る
こ
と
。

こ
の
二
つ
の
要
求
に
績
け
て
ウ
ェ

l
ド
は
、

マ
l
ガ
リ
事
件
と
は
直
接
関
係
の
な
い
次
の
三
項
目
を
協
議
の
劉
象
と
し
て
要
求
し
た
。

パ
門
天
津
僚
約
第
N
項
(
公
使
の
待
遇
〉
に
つ
い
て
の
必
要
な
改
善
。

同
天
津
篠
約
第
凶
凶
ー〈
H
H
H

項
、
英
園
一商
品
へ
の
関
税
、
通
過
税
以
外
の
産
金
等
の
改
善
。

同
未
解
決
と
な
っ
て
い
る
英
園
臣
民
へ
の
損
害
賠
償
の
請
求
。

こ
こ
に
マ

I
ガ
リ
事
件
を
契
機
と
し
て
「
懸
案
」
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
ウ
ェ

l
ド
の
狙
い
が
公
然
と
現
わ
れ
て
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。
王

縄
租
氏
は
ウ

ェ
1
ド
の
こ
の
要
求
を
評
し

「彼
の
解
揮
は
、
和
卒
解
決
が
非
常
に
希
望
薄
く
、
未
来
の
事
件
の
護
生
を
防
止
す
る
に
は
最
も
強

く
既
往
の
誤
り
を
糾
し
て
お
く
こ
と
に
あ
っ
た
。
故
に
、
こ
の
機
に
乗
じ
て
清
政
府
の
と
る
措
置
に
封
し
、
洋
人
の
要
求
を
満
足
さ
せ
る
二
つ

(

幻

)

の
勲
、
駐
京
公
使
の
優
待
と
産
金
問
題
を
満
足
さ
せ
よ
う
と
迫
っ
た
の
で
あ
る
」
と
分
析
し
て
い
る
。
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た22十
。)日

ウ
ェ

l
ド
は
、
総
理
街
門
に
赴
く
フ
レ
イ
ザ
1
と
メ
イ
ヤ
l
ズ
に
、
費
書
の
内
容
を
確
認
さ
せ
、
そ
の
補
足
と
し
て
次
の
指
示

ハ
円
調
査
、
裁
判
に
英
園
官
員
の
参
加
が
不
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、
英
園
政
府
は
今
後
い
か
な
る
傑
件
を
主
張
す
る
か
保
誼
の
限
り
で
な
い
こ

と
∞
調
査
、
裁
判
が
満
足
で
き
る
形
で
遂
行
さ
れ
る
な
ら
ば
、
英
園
政
府
は
、
中
園
法
に
よ
っ
て
下
さ
れ
る
慮
罰
以
上
の
事
を
要
求
し
な
い
。

同
イ
ン
ド
政
府
が
雲
南
へ
の
二
度
目
の
陵
を
波
遣
す
る
な
ら
ば
、
貿
易
を
監
督
す
る
た
め
に
大
理
府
や
雲
南
府
に
護
照
を
所
持
し
た
英
園
官

員
を
配
置
す
る
こ
と
が
好
都
合
だ
と
考
え
て
い
る
。

同
賠
償
額
十
五
蔦
雨
の
内
需
。
マ

l
ガ
リ
の
家
族
に
三
寓
雨
、
未
解
決
の
英
園
臣
民
へ
の
補
償
に
三
寓
雨
、
イ
ン
ド
政
府
涯
遣
の
第
一
次
陵

の
損
害
補
償
等
に
九
首
阿
南
、
合
計
十
五
蔦
雨
。
こ
の
十
五
蔦
爾
額
の
設
定
は
、
木
園
政
府
及
び
イ
ン
ド
政
府
と
の
協
議
の
上
に
よ
る
も
の
で
な

く
、
全
て
の
要
求
を
満
た
す
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
ウ
ェ

1
ド
の
個
人
的
判
断
か
ら
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
も
し
魔
書
や
こ
の
指
令
に
よ

っ
て
要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
中
園
側
と
協
定
で
き
る
な
ら
ば
、
十
五
高
南
以
上
は
請
求
し
な
い
と
約
束
し
て
も
よ
い
。

-113ー

右
の
諸
要
求
の
う
ち
、
賠
償
請
求
に
つ
い
て
は
本
園
政
府
の
訓
令
を
待
た
ず
、
ウ
ェ

l
ド
が
濁
断
で
そ
の
額
を
決
定
し
た
黙
は
、
後
に
本
園

か
ら
説
明
を
求
め
ら
れ
問
題
と
さ
れ
る
が
、
十
九
日
の
舎
談
、
そ
の
直
後
に
ま
と
め
ら
れ
た
究
書
、
そ
の
補
足
と
し
て
輿
え
ら
れ
た
指
示
な
ど

に
盛
り
こ
ま
れ
た
諸
要
求
は
、
以
後
、
雲
南
問
題
の
交
渉
に
臨
む
英
園
の
基
本
的
な
も
の
と
な
っ
た
。(

幻

〉

フ
レ
イ
ザ
!
と
メ
イ
ヤ
l
ズ
は
、
午
後
二
時
か
ら
総
理
街
門
で
昨
日
の
メ
ン
バ
ー
と
舎
談
に
入
っ
た
。
王
大
臣
ら
は
、
イ
ン
ド
政
府
の
第
二

次
隊
涯
遺
構
想
や
そ
れ
に
伴
う
護
照
を
所
持
し
た
英
園
官
員
の
雲
南
滞
在
要
求
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
と
、

主
張
さ
れ
な
か
っ
た
新
し
い
要
求
だ
」
と
し
、

「
そ
れ
ら
は
昨
日
の
曾
談
で
は

「
護
照
を
所
持
し
た
外
園
人
官
員
が
中
圏
内
陸
を
放
行
す
る
樺
利
は
、
篠
約
上
争
う
品
跡
地
も
な

315 

く
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、

し
、
こ
の
要
求
に
強
い
難
色
を
み
せ
た
。

そ
の
官
員
が
あ
る
場
所
に
滞
在
す
る
と
き
に
は
、

ど
こ
ま
で
放
行
者
と
し
て
見
な
し
得
る
も
の
な
の
か
」
と
反
論
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更
に
王
大
臣
は
、

マ

l
ガ
リ
事
件
と
閥
係
な
く
主
張
さ
れ
た
天
津
候
約
第
N
項
の
改
善
に
射
し
て
、
「
外
国
人
に
針
す
る
中
園
人
の
態
度
は
、

少
な
か
ら
ぬ
改
善
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
の
改
善
は
漸
次
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
を
急
ご
う
と
し
て
街
門
が
動
い
て
も
失
敗
に
蹄
す
も
の
で

あ
る
」
と
、
こ
れ
を
腕
曲
的
で
は
あ
る
が
拒
否
し
た
。

究
書
中
の
他
の
要
求
に
つ
い
て
は
恭
親
王
と
相
談
の
上
で
な
け
れ
ば
回
答
は
無
理
だ
と

王
大
臣
は
返
答
し
、
二
日
後
の
二
十
二
日
、
改
め
て
回
答
す
る
と
告
げ
た
。

事
態
は
進
展
す
る
こ
と
な
く
二
十
二
日
を
迎
え
た
が
、
こ
の
日
に
届
け
ら
れ
た
二
通
の
回
答
は
、

ま
た
ウ
ェ
l
ド
の
期
待
に
反
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。

ま
ず
上
奏
文
の
事
前
閲
誼
に
つ
い
て
は
、
「
街
門
か
ら
皇
帝
に
提
出
さ
れ
る
文
書
は
、
封
印
さ
れ
た
秘
密
の
書
類
で
あ
り
」
「
皇
帝
に
届
け
る

(

到

)

(

お

)

前
に
、
そ
れ
を
外
国
の
公
使
に
閲
読
さ
せ
る
た
め
に
手
渡
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
」
と
一
蹴
さ
れ
た
。
次
に
究
書

へ
の
回
答
で
は
、
次
の
三

貼
を
明
き
ら
か
に
し
て
い
た
。
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ハ
円
現
段
階
に
お
い
て
と
ら
れ
る
べ
き
正
し
い
方
針
は
、

雲
南
の
督
撫
が
有
能
か
つ
公
正
な
官
員
を
し
て
事
件
の
全
ゆ
る
事
買
に
つ
い
て
調
査

さ
せ
、
満
足
す
べ
き
結
果
を
得
る
よ
う
に
昆
置
す
る
こ
と
。

∞
イ
ン
ド
隊
の
目
的
は
、
嘗
初
の
理
解
は
「
放
行
」
で
あ
っ
た
故
、

イ
ン
ド
政
府
が
第
二
次
陵
を
計
霊
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
目
的
は
第

一

次
と
同
様
で
あ
り
、

貿
易
を
監
督
す
る
た
め
に
雲
南
省
の
特
定
の
地
域
に
英
園
官
員
を
配
置
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

同
賠
償
金
額
は
、
損
害
額
の
調
査
を
ま
っ
て
裁
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

次
に
、
事
件
と
は
直
接
関
係
な
く
出
さ
れ
た
要
求
に
劃
し
て
総
理
街
門
は
、

そ
れ
ら
を
協
議
の
針
象
と
し
て
取
り
あ
げ
る
必
要
は
な
い
と
い

う
判
断
を
下
し
た
上
で
、
次
の
補
足
読
明
を
し
た
。

付
外
園
公
使
の
待
遇
に
闘
し
遵
奉
さ
れ
る
べ
き
艦
儀
作
法
は
、
保
約
の
締
結
以
来
、
屡
々
議
論
の
劃
象
と
な
っ
て
き
た
。
更
に

一
昨
年
の
五

箇
園
公
使
と
街
門
と
の
協
定
で
、

一
連
の
手
綴
き
が
採
用
さ
れ
た
。

玉
大
臣
は

現
肢
に
お
い
て
他
の
協
定
を
結
ぶ
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
て
い

る。



H
H
篠
約
第
M

内M
内
〈
口
同
項
の
改
善
問
題
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
過
去
何
度
も
議
論
し
、
見
解
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
問
題
は
、
今
度
の
事
件

と
関
わ
り
あ
い
に
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

(

M

A

)

 

純
理
衛
門
か
ら
の
こ
の
回
答
に
添
え
ら
れ
て
恭
親
王
の
親
書
が
届
け
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
内
容
も
、
雲
南
の
督
撫
に
調
査
を
命
じ
る
上
奏

(
幻
〉

文
に
皇
帝
一
の
裁
可
(
識
旨
〉
が
得
ら
れ
た
こ
と
を
俸
え
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
結
局
、

こ
の
日
ウ
ェ
l
ド
の
得
た
回
答
は
い
ず
れ
も
英
園
側
の

要
求
を
拒
否
す
る
も
の
で
あ
り
、
懸
案
の
解
決
に
迫
ろ
う
と
す
る
意
志
を
強
く
示
し
は
じ
め
た
ウ
ェ

l
ド
に
と
っ
て
、
そ
れ
ら
は
容
認
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ウ
ェ

l
ド
は
、
反
撃
に
出
る
畳
悟
を
き
め
た
。

(

お

〉

ウ
ェ

l
ド
の
反
撃
の
第
一
打
は
「
議
旨
」
の
字
句
に
劃
す
る
抗
議
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

宮
乙
を
命
じ
た
」
と
の
表
現
が
あ
る
が
「
こ
れ
で
は
、
英
園
官
員
が
雲
南
に
到
着
す
る
以
前
に
『
査
梯
』
が
開
始
さ
れ
る
」
と
も
判
断
さ
れ
、

議
旨
で
は
「
督
撫
に
『
査
掛
』
合
同
月

「
英
園
官
員
が
調
査
に
参
加
す
る
こ
と
が
不
可
依
」
と
す
る
ウ
ェ

l
ド
の
要
求
を
認
め
て
い
な
い
と
し
、

重
大
な
こ
と
」
と
抗
議
し
た
。
以
後
、
雲
南
で
の
調
査
と
裁
判
に
英
園
官
員
が
確
買
に
参
加
で
き
る
保
誼
を
求
め
て
い
く
の
が
ウ
ェ

1
ド
の
要

「
見
過
す
こ
と
の
で
き
な
い
非
常
に
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求
と
し
て
表
面
化
す
る
。

反
撃
の
第
二
打
は
、

(
m
m
)
 

キ
ュ
ー
バ
問
題
の
調
停
か
ら
手
を
引
く
と
い
う
脅
し
の
賀
行
で
あ
る
。
十
九
日
の
舎
談
に
お
い
て
、

ウ
L
l
ド
は
こ
の

こ
と
を
示
唆
し
て
い
た
が
、
こ
の
日
(
二
十
二
日
〉
彼
は
英
園
公
使
館
に
露

・
米
・
濁
・
併
公
使
を
招
き
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
北
京
在
住
の

外
圏
人
に
事
件
が
公
に
な
る
ま
で
は
、

〈ウェ
l
ド
は
)
キ
ュ
ー
バ
問
題
調
停
の
第
を
と
り
績
け
る
」
用
意
で
あ
っ
た
が
、

「
北
京
に
い
る
外
園

人
は
、
す
で
に
マ

1
ガ
リ
の
殺
害
に
つ
い
て
中
園
の
情
報
筋
か
ら
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
き
知
っ
て
い
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
」
の
で
、
現
肢

で
は
「
四
箇
園
公
使
と
と
も
に
キ
ュ
ー
バ
問
題
に
つ
い
て
壷
力
で
き
な
い
」
と
説
明
し
た
。
こ
れ
に
射
し
四
箇
園
公
使
も
協
議
の
上
、

「
ウ
ェ

317 

ー
ド
の
主
張
を
正
嘗
と
認
め
、
彼
ら
と
ウ
ェ
l
ド
が
再
び
協
議
で
き
る
日
が
来
る
ま
で
、
と
も
ど
も
キ
ュ
ー
バ
問
題
に
関
わ
る
こ
と
を
中
断
す
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る
内
容
の
共
同
聾
明
を
作
成
し
、

そ
れ
を
恭
親
王
に
通
知
す
る
よ
う
」

ウ
ェ
l
ド
に
申
し
入
れ
た
。

ウ
ェ

l
ド
は

「
私
の
同
僚
の
こ
の
協
力

は
、
要
請
に
よ
っ
て
興
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
が
、

キ
ュ
ー
バ
問
題
調
停
の
指
導
的
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
合
せ
る

と
、
彼
の
一

一挙

一
動
は
四
箇
園
公
使
に
と
っ
て
か
な
り
の
強
制
を
意
味
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

「
但
し
彼
ら
は
、
事
件
と
関
係
の
な
い
通
商
一
及

び
駐
京
公
使
の
優
待
問
題
を
同
一
に
扱
う
こ
と
は
、
事
件
の
交
渉
を
更
に
複
雑
に
す
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
同
意
し
な
か
っ
た
」
と
、

(

m
剖

)

氏
は
貴
重
な
指
摘
を
し
て
い
る
。

王
縄
租

(

汎

)

識
旨
へ
の
抗
議
は
即
刻
二
十
二
日
に
、
四
箇
園
公
使
と
の
舎
談
内
容
に
つ
い
て
は
翌
二
十
三
日
に
恭
親
王
に
俸
え
ら
れ
た
。
但
し
、

公
使
の
共
同
聾
明
は
、
ま
だ
伏
せ
ら
れ
通
知
さ
れ
な
か
っ
た
。

四
箇
園

事
態
の
打
開
を
は
か
る
た
め
二
十
四
日
、

(ロ)

ウ
ェ

l
ド
は
公
使
館
員
四
人
を
伴
い
、
組
理
街
門
で
恭
親
王
ら
と
舎
談
す
る
手
は
ず
を
整
え
た
。

席
上
ウ
ェ
l
ド
は

「雲
南
問
題
に
限
定
し
た
項
目
」
と
し
て
、

英
園
官
員
の
調
査

・
裁
判

へ
の
参
加
、
十
五
蔦
雨
の
賠
償
を
再
要
求
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
具
般
的
措
置
と
し
て
中
闘
を
陸
路
或
い
は
ビ
ル
マ
領
か
ら
雲
南
に
行
く
英
閣
官
員
へ
の
護
照
の
護
給
、

ま
た
イ
ン
ド
総
督
が
必

-116ー

要
だ
と
認
め
た
と
き
汲
遣
さ
れ
る
第
二
次
隊
用
護
照
の
護
給
〈
こ
の
分
は
、
昨
年
の
マ
1
ガ
リ
に
護
給
さ
れ
た
も
の
と
同
じ
形
式
に
よ
る
〉
を
要
求
し

(

お

〉
た。

恭
親
王
は
、
ウ

ェ
l
ド
の
こ
の
要
求
に
は
、
す
で
に
二
十
二
日
、
総
理
街
門
が
回
答
を
奥
え
て
い
る
と
し
て
相
手
に
し
な
か
っ
た
が
、
彼

が
納
得
し
な
か
っ
た
の
で
賠
償
に
つ
い
て
は
、
そ
の
額
は
さ
て
お
き
、
そ
の
支
梯
い
を
保
誼
す
る
と
述
べ
た
。
ウ
ェ

l
ド
は
、
従
来
の
回
答
と

(
川
持
〉

も
ど
も
恭
親
王
の
逗
答
に
も
満
足
で
き
な
い
と
し
、
「
文
書
に
よ
る
回
答
」
を
重
ね
て
要
求
し
た
ま
ま
卒
行
線
で
曾
談
を
終
了
し
た
。

(

お

)

ウ
ェ

l
ド
は
、
切
り
札
と
し
て
ま
ず
伏
せ
て
い
た
四
箇
園
公
使
の
共
同
捜
明
の
翻
詳
を
恭
親
王
に
迭
り
、
キ
ュ
ー
バ
問
題
の
解

二
十
五
日
、

決
が
い
よ
い
よ
暗
礁
に
乗
り
あ
げ
る
で
あ
ろ
う
と
ゆ
さ
ぶ
り
を
か
け
た
。
ま
た
護
照
の
渡
給
を
促
す
た
め
に
、

領
事
を
置
く
権
利
を
主
張
し
た
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
」
が
、
「
私
も
イ
ン
ド
政
府
も
謹
照
の
特
権
に
つ
い
て
は
、
保
約
に
定
め
ら
れ
て

「
王
大
臣
ら
は
、
私
が
雲
南
に

い
る
以
上
の
こ
と
を
主
張
す
る
考
え
は
毛
頭
な
い
」
「
昨
日
、

私
が
主
張
し
た
の
は

も
し
英
園
の
臣
民
或
い
は
貿
易
が

南
昌

・
襲
州
・
最

近
の
騰
越
の
兇
行
に
見
ら
れ
る
如
く
妨
害
さ
れ
る
な
ら
ば
、
内
陸
の
中
心
部
に
英
園
官
員
が
恒
常
的
に
滞
在
す
る
の
は
必
要
依
く
べ
か
ら
ざ
る



(

お

)

こ
と
だ
と
い
う
こ
と
を
申
し
添
え
た
か
っ
た
」
と
標
明
的
に
述
べ
、

再
度
究
書
へ
の
返
答
を
迫
ら
れ
た
。

一
歩
譲
歩
す
る
よ
う
な
ポ
l
ズ
を
み
せ
た
。

ウ
ェ

l
ド
の
執
助
な
反
撃
に
恭
親
王
は
、

結
局

恭
親
王
は
二
十
二
日
の
回
答
を
繰
り
返
し
な
が
ら

も
、
事
件
の
慮
理
は
ウ
ェ

l
ド
の
言
う
如
く
、
天
津
僚
約
第
凶
〈
H

項
を
遵
奉
し
て
行
う
こ
と
、
新
し
い
護
照
を
昨
年
と
同
様
に
天
津
篠
約
第

(

幻

)

一
歩
後
退
し
て
述
べ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
事
態
は
ウ

ェ
l
ド
の
ベ

l
ス

K
項
に
基
づ
き
設
給
す
る
の
で
必
要
な
人
員
を
通
知
さ
れ
た
い
と

で
動
き
は
じ
め
た
。

機
を
逃
さ
ず
翌
二
十
六
日
、

(
お
)

ウ
ェ

l
ド
は
三
通
の
護
照
を
逢
っ
た
。
そ
れ
に
附
し
た
文
書
で
ウ
ェ

l
ド
は
、

「
私
が
嘗
初
か
ら
強
調
し
て
い

可
能
だ
と
い
う
こ
と
」
「
こ
の
篠
件
の
満
足
な
港
行
は
、

る
こ
と
は
、
過
去
の
経
験
に
照
ら
し
て
外
園
人
官
員
に
よ
っ
て
監
親
さ
れ
な
い
裁
判
は
、
嘗
一
該
政
府
に
と
っ
て
満
足
な
結
果
を
得
る
こ
と
は
不

一
千
高
南
の
賠
償
に
も
比
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
」
と
従
来
の
主
張
を
く

ど
い
よ
う
に
繰
り
返
し
た
。
ウ
ェ
1
ド
に
と
っ
て
右
の
要
求
は
重
要
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
そ
の
保
護
と
し
て
、
選
付
さ
れ
た
護
照
に
は
、

マ
l
ガ
リ
事
件
の
概
要
、
そ
の
事
件
の
調
査
と
裁
判
審
理
の
た
め
に
英
園
官
員
が
雲
南
に
汲
遣
さ
れ
る
等
の
長
文
を
記
載
さ
せ
た
。
そ
れ
は
護

(
鈎
〉

照
と
い
う
に
は
徐
り
に
も
異
様
な
も
の
で
あ
っ
た
が
故
に
、
嘗
然
、
総
理
街
門
の
反
震
を
招
く
こ
と
に
な
る
。

-117ー

し
か
し
、

ウ
ェ
!
ド
は
、
こ
の
護
照
に
事
態
の
突
破
口
を
聞
こ
う
と
決
心
し
て
い
た
の
で
、
護
照
へ
の
押
印
を
求
め
て
非
常
な
手
段
を
用
意

し
た
。
す
な
わ
ち
、

「
組
理
街
門
は
、
二
十
九
日
夜
、
十
二
時
ま
で
に
護
照
に
押
印
し
て
返
却
さ
れ
た
い
。
も
し
こ
の
要
求
が
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
な
ら
ば
、
私
は
閣
下
(
恭
親
王
)
と
の
関
係
を
断
絶
す
る
積
り
で
あ
る
。
私
は
こ
の
慮
置
を
と
る
こ
と
が
貫
際
に
必
要
と
な
っ
た
と
き
は
、

公
使
館
を
友
好
園
の
公
使
の
保
護
の
下
に
置
き
、
部
下
の
館
員
と
共
に
北
京
か
ら
撤
退
す
る
」
と
ウ
ェ

l
ド
は
期
限
っ
き
回
答
を
迫
っ
た
。

更
に
ウ
ェ

l
ド
は
念
を
押
す
か
の
よ
う
に
、
二
十
七
日
に
も
四
逼
の
文
書
を
恭
親
王
に
逢
っ
た
。
そ
の
中
で
「
賠
償
に
つ
い
て
は
、
中
園
政

府
は
、
そ
れ
が
犯
人
の
慮
罰
と
は
別
の
こ
と
で
あ
る
と
了
解
す
る
こ
と
。
も
し
中
園
政
府
が
十
五
蔦
雨
の
額
に
同
意
す
る
な
ら
、
そ
の
額
は
全

(
m
w
)
 

ゆ
る
金
銭
上
の
請
求
を
補
う
に
十
分
な
額
で
あ
る
と
本
園
政
府
に
打
電
し
得
る
」
と
述
べ
、
賠
償
に
つ
い
て
の
早
期
妥
結
を
望
ん
だ
。
ま
た
ウ
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エ
y
l
v
r
+点
、t

 
「
こ
の
時
貼
に
お
け
る
我
が
方
の
最
大
の
要
求
は
、
こ
れ
ま
で
主
張
し
た
事
へ
の
文
書
に
よ
る
回
答
で
あ
る
。
も
し
所
定
の
時
刻
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ま
で
に
回
答
が
届
け
ら
れ
な
い
な
ら
ば
、
諜
告
し
た
行
動
を
起
す
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
、
今
度
の
事
件
と
は
直
接
関
係
な
く
要
求
さ
れ
た
十
九

(

川

札

)

日
提
出
の
問
題
に
つ
い
て
も
こ
れ
を
あ
く
ま
で
追
求
す
る
と
威
嚇
的
に
表
明
し
た
。

組
理
街
門
は
、
迭
付
さ
れ
た
護
照
を
そ
の
ま
ま
承
認
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
針
鷹
に
苦
慮
し
た
。
と
り
あ
え
ず
二
十
八
日
、
沈
桂
芽
、

(

必

)

毛
利
回
川
、
董
情
、
崇
厚
ら
が
公
使
館
を
訪
れ
ウ
ェ

I
ド
ら
と
曾
談
し
事
態
の
打
聞
を
計
ろ
う
と
し
た
。
席
上
、
沈
桂
芽
は
嘉
順
皇
后
の
死
に
つ

い
て
報
告
し

「
こ
の
議
期
せ
ぬ
悲
し
む
べ
き
事
件
で
王
大
臣
、

恭
親
王
は
忙
殺
さ
れ
て
い
る
が
、
事
件
に
つ
い
て
ウ
ェ

l
ド
と
曾
談
す
る
た

め
に
恭
親
王
か
ら
波
遣
さ
れ
た
」
と
誠
意
あ
る
封
麿
し
て
い
る
姿
勢
を
示
し
た
後
、

恭
親
王
の
返
答
を
俸
え
た
。

そ
れ
は

次
の
二
貼
で
あ

る。
ハ
門
中
園
政
府
は
、
雲
南
で
の
調
査

・
裁
判
に
英
園
官
員
の
出
席
を
認
め
る
。
こ
れ
に
闘
し
て
ウ

ェ
l
ド
の
要
求
し
た
「
保
護
」
を
行
う
。

ω迭
付
さ
れ
た
三
通
の
護
照
に
記
載
さ
れ
た
文
章
に
つ
い
て
は
欝
更
を
要
求
す
る
。
護
照
は
、
本
来
放
行
者
の
保
護
の
た
め
に
護
給
さ
れ
る

書
類
で
あ
る
か
ら

「
純
然
た
る
抜
券
」
(
臼
5
1
0
5
2
E
E
m
Z臼臼
3
2
M
〉
と
し
て
と
り
扱
い
た
い
。
ウ
ェ

l
ド
が
護
照
に
記
載
し
た
内
容
に
つ

い
て
は
、
別
に
魔
書
を
交
換
す
る
。
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こ
の
説
明
を
受
け
て
、
ウ
ェ

l
ド
と
王
大
臣
の
聞
に
護
照
に
つ
い
て
論
議
が
起
っ
た
。
ウ
ェ

l
ド
の
言
い
分
は
、
「
今
度
の
使
節
は
公
式
の

も
の
で
、
昨
年
の
マ

l
ガ
リ
の
場
合
と
は
異
な
り
、
あ
る
確
定
し
た
場
所
に
赴
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
天
津
篠
約
第
医
項
に
定
め
る
『
純
然
た

る
放
券
』
と
し
て
護
給
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
彼
に
す
れ
ば
、
「
護
照
の
記
載
内
容
は
十
分
に
吟
味
し
、
慎
重

に
判
断
を
下
し
た
も
の
」
「
寛
容
と
忍
耐
に
も
限
界
が
あ
る
」
「
自
分
の
要
求
を
嬰
更
さ
せ
る
に
足
る
十
分
な
理
由
が
な
け
れ
ば
護
照
に
使
用
し

た
字
句
に
執
着
す
る
の
は
首
然
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ウ
ェ

1
ド
の
反
論
に
玉
大
臣
は
「
返
答
に
窮
し
た
が
、

そ
れ
は
恭
親
王
の
希
望
で

あ
る
」
と
答
え
る
の
に
せ
い
い
っ
ぱ
い
で
、

「
護
照
に
は
押
印
で
き
な
い
」
と
ウ
ェ

l
ド
の
前
に
護
照
を
並
べ
た
。

ウ
ェ

l
ド
は
、
そ
の
護
照
を
受
け
と
ら
ず
話
題
を
賠
償
に
き
り
か
え
た
。
す
な
わ
ち
、
十
五
寓
雨
の
内
需
を
本
園
政
府
に
、通
知
し
た
こ
と
、

今
度
の
事
件
が
本
園
で
闘
心
を
も
た
れ
て
い
る
限
り
、
罰
金
的
賠
償
が
少
し
も
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
請
求
額
は
少
額
の
要
求
に
止
ま
っ
て
い



る
と
批
難
さ
れ
得
る
恐
れ
の
あ
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
、
自
ら
の
立
場
が
悪
く
な
ろ
う
と
も
自
分
の
責
任
に
お
い
て
本
園
政
府
を
説
得
し
て
い

く
と
の
、
賠
償
決
着
に
か
け
る
熱
一
意
を
披
涯
し
た
。
沈
桂
芽
は
こ
れ
に
封
し
、
恭
親
王
が
賠
償
問
題
を
廻
避
す
る
こ
と
は
な
い
と
の
み
逗
事
し

た。
こ
こ
で
一
時
し
て
ウ
ェ

I
ド
は
、
護
照
問
題
と
賠
償
問
題
と
を
結
び
つ
け
「
も
し
恭
親
王
が
、
賠
償
問
題
で
ウ
ェ

l
ド
の
請
求
額
に
同
意
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
護
照
の
語
句
を
饗
更
し
て
も
よ
い
」
と
、
取
り
引
き
の
新
提
案
を
行
な
っ
た
。
し
か
し
王
大
臣
は
、
こ
の
提
案
に
即
決
で
き

ず
、
再
び
護
照
を
持
ち
諦
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
禽
談
で
は
雨
者
と
も
歩
み
寄
り
の
道
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
徒
に
時

(

必

)

ウ
ェ

l
ド
は
恭
親
王
に
長
文
の
親
書
を
迭
り
彼
の
決
断
を
迫
っ
た
。

聞
の
み
が
経
過
し
た
。
合
同
談
終
了
後
、

四

ウ
ェ
1
ド
の
嘗
面
の
要
求
は
、
護
照
護
給
と
賠
償
請
求
の
決
着
に
向
け
ら
れ
た
。
と
く
に
賠
償
請
求
は
、
本
園
の
訓
令
を
待
た
ず
十
五
蔦
南

の
額
を
定
め
て
交
渉
し
て
い
た
の
で
早
期
の
決
着
を
望
ん
で
い
た
。
ウ
ェ

1
ド
は
右
の
親
書
で
、
期
日
ま
で
に
護
照
の
護
給
と
二
十
六
、
七
雨
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日
に
文
書
で
行
っ
た
照
曾
へ
の
回
答
を
要
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

賠
償
に
つ
い
て
は
「
中
園
側
が
十
五
蔦
雨
の
賠
償
に
同
意
す
る
な
ら

ば
、
本
園
政
府
に
そ
の
額
を
納
得
さ
せ
る
と
の
言
質
を
恭
親
王
に
輿
え
た
こ
と
」
を
述
べ
、
こ
の
要
求
が
容
れ
ら
れ
れ
ば
「
英
園
官
員
の
出
席

の
下
に
行
わ
れ
る
裁
判
に
お
い
て
、
法
律
に
従
っ
て
犯
人
の
虚
罰
が
決
定
さ
れ
る
と
い
う
事
以
外
に
他
の
要
求
は
不
必
要
だ
と
、
本
園
政
府
に

打
電
す
る
用
意
が
あ
る
」
と
、
賠
償
を
と
に
か
く
片
づ
け
た
い
と
い
う
意
向
、
あ
せ
り
を
見
せ
て
い
る
。

ウ
ェ

l
ド
は
親
書
の
末
尾
に
「
期
日
ま
で
に
回
答
が
得
ら
れ
な
い
な
ら
ば
、
賠
償
の
支
梯
い

が
約
束
さ
れ
よ
う
と
さ
れ
ま
い
と
、
閣
下
と
の
関
係
を
断
絶
し
北
京
か
ら
全
公
使
館
員
を
撤
退
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
関
係
が
破
棄
さ
れ
れ

ば
、
本
園
政
府
に
よ
っ
て
関
係
の
回
復
が
命
じ
ら
れ
る
ま
で
動
く
こ
と
を
し
な
い
こ
と
を
附
記
す
る
」
と
最
後
通
牒
と
も
い
え
る
言
鮮
を
弄
し

一
方
で
は
メ
イ
ヤ
I
ズ
を
汲
遣
し
て
、
先
の
護
照
を
撤
回
し
新
し
い
も
の
と
取
り
か
え
る
こ
と
に
つ
い
て
相
談
さ
ぜ
る
用
意
が
あ

組
理
街
門
の
諜
想
外
に
頑
固
な
態
度
を
前
に
、
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て
い
る
が
、
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る
と
も
追
記
し
、
何
と
か
交
渉
の
場
に
総
理
街
門
の
王
大
臣
ら
を
引
き
ず
り
出
そ
う
と
す
る
努
力
を
見
せ
て
い
る
。

(

判

)

二
十
九
日
、
親
書
へ
の
回
答
と
し
て
恭
親
王
は
、
使
用
さ
れ
る
護
照
は
あ
く
ま
で
、
天
津
傑
約
第
医
項
及
び
昨
年
の
マ
l
ガ
リ
の
例
に
従
つ

て
慮
理
さ
れ
る
こ
と
、

ウ
ェ

l
ド
が
そ
れ
を
承
認
し
、

そ
の
形
式
の
も
の
を
還
付
す
る
な
ら
ば
即
時
に
押
印
し
護
給
す
る
こ
と
、
賠
償
に
つ
い

て
は
、
中
園
側
が
一
通
嘗
だ
と
考
え
て
い
る
額
を
越
え
て
支
梯
う
用
一一
意
が
あ
る
こ
と
、
但
し
そ
れ
は
、

マ
l
ガ
リ
の
家
族
へ
の
賠
償
と
い
う
裁
定

に
お
い
て
質
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
等
を
停
え
、
も
う

一
度
具
瞳
的
な
交
渉
を
す
る
た
め
メ
イ
ヤ

I
ズ
を
涙
遣
す
る
よ
う
求
め
た
。

(

必

)

メ
イ
ヤ
1
ズ
に
次
の
二
貼
を
指
令
し
総
理
街
門
に
汲
遣
す
る
こ
と
に
し
た
。

」
の
返
答
を
得
て
ウ
ェ
l
ド
は

ハ
円
新
た
に
護
照
を
迭
る
こ
と
は
拒
否
す
る
。
し
か
し
先
の
護
照
に
記
載
さ
れ
た
文
章
を
「
英
園
官
員
が
雲
南
に
お
け
る
英
園
官
員
の
殺
害
で

告
設
さ
れ
た
人
物
の
裁
判
に
出
席
す
る
た
め
、
雲
南
に
行
く
」
と
短
か
く
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
妥
協
し
て
よ
い
。
但
し
そ
の
場
合
に
は
、
渡

遣
さ
れ
る
英
園
官
員
の
地
位
に
相
ι
回国
す
る
中
園
官
員
が
随
行
す
る
こ
と
を
一
新
た
に
提
案
す
る
。

∞
賠
償
金
額
十
五
高
雨
の
内
詳
は
、
既
に
通
知
し
て
あ
る
如
く
三
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、

裁
定
に
反
劃
す
る
。
賠
償
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
本
園
か
ら
訓
令
を
受
け
る
ま
で
は
提
供
さ
れ
る
金
額
を
受
け
と
ら
な
い
し
協
議
に
も
入
ら

マ
l
ガ
リ
の
家
族

へ
の
賠
償
と
い
う
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:、

。

φ
ん

huvこ
の
指
令
に
見
ら
れ
る
後
者
の
指
示
は
、
賠
償
に
劃
す
る
中
園
側
の
針
躍
を
み
て
、
こ
れ
以
上
ウ
ェ
l
ド
自
身
が
猫
走
す
る
こ
と
に
つ
い
て

不
安
を
感
じ
は
じ
め
た
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。

さ
て
メ
イ
ヤ

1
ズ
は
、
こ
の
日
(
二
十
九
日
)
午
後
二
時
か
ら
総
理
街
門
で
王
大
臣
、
沈
桂
芽
、
毛
利
照
、
董
情
、

(

必

)

周
家
楯
と
舎
談
し
た
。
期
限
直
前
の
重
要
曾
談
と
い
う
事
で
、
ウ

ェ
1
ド
も
途
中
か
ら
こ
の
曾
談
に
参
加
す
る
。

崇
厚
、

夏
家
鏑
、

線、
掛

舎
談
で
は
、

ま
ず
沈
桂
芽
が
「
賠
償
に
つ
い
て
中
園
は
支
梯
う
こ
と
を
決
定
し
て
い
る
」
と
説
明
し
た
が
、

メ
イ
ヤ
l
ズ
は
「
賠
償
の
と
ら

え
方
に
食
い
ち
が
い
が
あ
り
、
中
園
側
は
ウ
ェ

l
ド
の
提
案
を
最
終
的
に
承
認
し
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
上
協
議
で

き
な
い
」
と
、

ウ
ナ
l
ド
の
指
令
に
従
っ
て
こ
の
討
議
を
打
ち
切
っ
た
。



次
に
メ
イ
ヤ
l
ズ
が
、
護
照
に
記
載
す
る
語
句
(
中
園
語
に
よ
る
草
稿
を
用
意
し
て
い
た
)
の
新
し
い
内
容
を
紹
介
し
た
。
沈
桂
芽
は

一
章
一
を
見
て
怒
っ
た
風
を
見
せ
『
そ
の
よ
う
な
文
句
が
我
々
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
の
か
と
と
不
快
感
を
あ
ら
わ
し
た
。
董
怖
は
「
領
事
レ
イ

「
そ
の
文

ハ
「
ミ
〉
が
殺
人
で
告
設
さ
れ
た
人
物
を
直
ち
に
無
罪
と
し
て
韓
放
し
た
フ
ォ
1
セ
ッ
ト
事
件
を
例
に
出
し
」
、
「
中
園
は
、
英
園
の
よ
う
に
急
い

で
裁
判
を
す
る
こ
と
は
な
い
」
と
暗
に
英
園
の
態
度
を
批
剣
し
た
。

フ
ォ
1
セ
ッ
ト
事
件
の
慮
理
に
つ
い
て
、

か
ね
て
中
園
側
は
そ
の
不
満
を

表
明
し
て
き
た
が
、
再
び
こ
こ
で
そ
れ
が
表
面
化
し
た
。
メ
イ
ヤ
l
ズ
は
こ
れ
に
反
論
し
、
「
そ
の
例
は
、
今
度
の
事
件
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
。

フ
ォ

l
セ
ッ
ト
は
樟
放
の
後
、
再
逮
捕
さ
れ
チ
l
フ
に
連
れ
戻
さ
れ
再
び
裁
剣
に
か
け
ら
れ
た
」
と
述
べ
、
中
園
人
官
員
の
雲
南
へ
の
随
行
と

い
う
新
し
い
提
案
を
行
っ
た
。

こ
の
提
案
に
王
大
臣
は
、
「
そ
ん
な
考
え
は
、
想
像
に
も
及
ば
な
い
こ
と
だ
と
感
嘆
を
も
っ
て
受
け
止
め
」
「
ウ
ェ

l
ド
は
、
明
き
ら
か
に
自

分
た
ち
を
窮
地
に
追
い
こ
も
う
と
し
て
い
る
の
だ
」
と
叫
ん
だ
。
王
大
臣
は
、

「
街
門
は
、
そ
の
よ
う
な
人
物
の
任
命
権
を
有
し
て
い
な
い
」

「
街
門
は
南
京
の
南
洋
大
臣
に
働
き
か
け
て
、
要
求
さ
れ
た
約
束
を
果
す
」
ょ
う
、
「
心
に
浮
ん
だ
便

法
」
を
提
案
し
た
。
右
の
や
り
と
り
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
提
案
は
、
王
大
臣
の
譲
期
せ
ぬ
全
く
新
し
い
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
彼
ら
は

「嘗
惑
し
て
そ
れ
を
受
け
止
め
」
、
毛
剰
照
、
崇
厚
、
周
家
楯
は
別
室
で
協
議
し
た
。
そ
の
開
沈
桂
芽
は

「
街
門
は
恭
親
王
と
相
談
せ
ね
ば
な

ら
な
い
。
恭
親
王
は
、
皇
后
の
葬
儀
の
準
備
で
多
忙
な
た
め
、
今
日
中
に
要
求
さ
れ
た
内
容
に
回
答
す
る
こ
と
は
難
し
い
」
と
述
べ
た
。
メ
イ

メ
イ
ヤ
l
ズ
は
、
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と
反
劃
し
た
の
で
、

「
指
定
さ
れ
た
時
刻
ま
で
に
回
答
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
L

と
宣
言
し
た
。
こ
の
と
き
周
家
楯
が
聞
に
入
り
、

ら
れ
る
な
ら
ば
、
今
夜
、
回
答
が
届
け
ら
れ
る
。
ウ
ェ

l
ド
は
、
二
十
六
日
提
出
の
護
照
か
、
今
日
提
出
の
護
照
及
び
中
園
官
員
の
随
行
か
、

い
ず
れ
か
の
回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
L

と
告
げ
、
総
理
街
門
の
封
躍
も
首
尾
一
貫
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
暴
露
し
た
。

〈

幻

〉

午
後
九
時
、
組
理
街
門
か
ら
文
書
が
届
い
た
。
し
か
し
そ
の
内
容
は
、
ウ
ェ

l
ド
の
期
待
に
反
し
恭
親
王
が
ま
だ
宿
舎
に
蹄
着
し
な
い
の
で

ヤ

l
ズ
は

「
公
式
の
指
令
が
得

指
令
が
得
ら
れ
な
い
た
め
、
明
固
ま
で
回
答
を
待
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ウ

ェ
l
ド
は
即
刻
、

「
約
束
さ
れ
た
時
刻
は

323 

今
夜
十
二
時
が
終
了
時
で
あ
る
こ
と
を
閣
下
ら
が
憶
い
出
す
こ
と
を
希
望
す
る
。
但
し
、
今
文
書
を
受
領
し
た
の
で
、
明
日
、
指
定
の
時
聞
に
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(
岬
叩
)

メ
イ
ヤ
l
ズ
を
涯
遺
す
る
」
と
回
答
し
、

三
十
日
、

(

必

〉

メ
イ
ヤ
l
ズ
は
総
理
街
門
に
赴
く
に
先
立
ち
、
再
び
ウ
ェ
l
ド
か
ら
次
の
指
令
を
受
け
た
。

ひ
と
ま
ず
時
刻
の
延
長
を
受
け
入
れ
た
。

ハ
門
期
限
は
、
今
夜
十
二
時
。
要
求
通
り
の
回
答
が
な
け
れ
ば
、
開
係
断
絶
を
通
告
し
て
よ
い
。

同
イ
ン
ド
政
府
汲
遣
の
第
二
次
除
へ
の
護
照
も
、

雲
南
に
行
く
英
園
官
員
の
も
の
と
同
一
の
複
製
を
要
求
す
る
。
そ
れ
が
拒
否
さ
れ
る
と
き

に
は
、
二
十
五
日
恭
親
王
が
保
誼
し
た
「
昨
年
と
同
じ
欣
況
で
の
使
節

へ
の
護
照
は
拒
否
さ
れ
な
い
」
の
謹
言
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
。

国
英
園
官
員
に
随
行
す
る
中
園
側
官
員
の
選
抜
は
、
何
故
に
北
洋
大
臣
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
か
問
う
こ
と
。

帥
二
十
二
日
届
け
ら
れ
た
識
旨
は
、
何
故
に
官
報
に
掲
載
さ
れ
な
い
か
問
う
こ
と
。

国
フ
ォ
l
セ
ッ
ト
事
件
に
閥
わ
る
董
怖
の
護
言
に
抗
議
す
る
こ
と
。〈

回

〉

第

一
期
の
交
渉
の
山
場
と
い
え
る
メ
イ
ヤ
l
ズ
と
王
大
臣
と
の
禽
談
が
こ
う
し
て
始
ま
っ
た
。

メ
イ
ヤ
l
ズ
は
、
受
け

ヮ“つH
守

i

ま
ず
沈
桂
芽
か
ら
渡
言
が
あ
り
、

に
よ
る
護
照
の
設
給
に
同
意
し
、
英
国
官
員
に
随
行
す
る
中
園
人
官
員
を
任
命
す
る
」
と
、
譲
歩
の
内
容
を
告
げ
た
。

て
い
る
指
令
を
順
次
述
べ
た
が
、

「恭
親
王
は
、
提
案
さ
れ
た
護
照
の
饗
更
に
従
う
こ
と
を
決
め
た
。
す
な
わ
ち
昨
日
の
提
案
さ
れ
た
語
句

フ
ォ

l
セ
ッ
ト
事
件
に
閲
す
る
董
怖
の
設
言
へ
の
抗
議
の
件
り
に
な
る
と
、
董
怖
は
、

「
領
事
レ
イ
が
チ
l

フ
で
示
し
た
よ
う
な
裁
判
に
お
け
る
せ
っ
か
ち
な
方
法
を
中
園
は
決
し
て
と
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
渡
言
し
た
の
だ
」
と
再
び
反
論
し
、
周
家

摘
も

「
高
聾
に
、

と
英
園
を
皮
肉
る
調
子
で
護

(

日

)

フ
ォ
l
セ
ッ
ト
事
件
に
お
け
る
英
園
側
の
庭
置
を
依
然
と
し
て
答
め
た
。
曾
談
は
短
時
間
に
終
了
し
、
間
も
な
く
恭
親
王
か
ら
の
親
書

フ
ォ

l
セ
ッ
ト
に
閲
し
て
我
々
が
要
求
し
て
い
る
の
は
、

犯
さ
れ
た
罪
へ
の
補
償
で
あ
る
」

1=> 

し
が
届
け
ら
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
す
で
に
こ
の
霊
の
舎
談
で
沈
桂
芽
が
示
唆
し
た
こ
と
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
付
二
十
九

日
に
提
案
さ
れ
た
四
通
の
護
照
へ
の
押
印
、
従
っ
て
二
十
六
日
の
護
照
の
返
却
、
∞
英
園
官
員
の
裁
判
出
席
に
射
す
る
恭
親
王
の
保
護
、
国
本

日
の
回
答
内
容
の
雲
南
督
撫
へ
の
俸
達
な
ど
で
あ
る
。
恭
親
王
は
、
後
日
、
こ
の
護
照
の
護
給
に
つ
い
て

「本
来
の
規
則
を
越
え
て
そ
れ
が
承

(
m
ω
)
 

不
幸
な
マ

l
ガ
リ
の
殺
害
を
考
慮
し
て
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
前
例
と
し
て
主
張
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る

認
さ
れ
た
の
は
、



が
、
こ
の
回
答
は
、
明
ら
か
に
こ
の
聞
の
一
連
の
交
渉
に
お
け
る
中
園
側
の
屈
服
を
露
わ
す
も
の
で
あ
っ
た
。

(

臼

〉

恭
親
王
に
「
感
謝
」
を
こ
め
た
返
書
を
迭
っ
た
。

三
十
一
日
、

ウ
ェ
l
ド
は
、

こ
の
中
で
「
二
十
九
日
夜
、

王
大
臣
沈
桂
芽
の
文
書
に
よ

員
が
ど
の
く
ら
い
早
く
出
震
で
き
る
か
通
知
し
て
欲
し
い
」
と
述
べ
、

り
、
北
洋
大
臣
が
英
園
官
員
に
随
行
す
る
者
を
選
抜
す
る
た
め
に
呼
ば
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
」
、
「
北
洋
大
臣
に
連
絡
さ
れ
て
、
選
抜
さ
れ
た
官

交
渉
の
前
途
に
北
洋
大
臣
李
鴻
章
が
登
場
し
て
く
る
こ
と
を
諜
期
し

Tこ
同
日
、

(

臼

)

ウ
L
l
ド
は
、
二
十
六
日
以
降
の
交
渉
経
過
と
結
果
に
つ
い
て
本
圏
外
務
省
に
打
電
し
、

「
こ
れ
は
長
ら
く
論
争
し
て
き
た
重
要
な

権
利
を
確
立
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
、
交
渉
結
果
が
満
足
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
述
べ
た
。
し
か
し
賠
償
に
つ
い
て
は
、
同
電
文
中
で
「
私
は

賠
償
を
必
須
の
傑
件
と
は
し
て
い
な
い
。
だ
が
、
そ
の
支
梯
い
を
勧
告
(
『
2
0
B
B
2
6
し
た
。

恭
親
王
は
、

私
が
マ
l
ガ
リ
の
家
族
へ
と
指

定
し
た
額
を
恩
顧

Q
2
2乙
と
し
て
位
置
づ
け
て
同
意
し
た
の
で
、

私
は
こ
れ
を
拒
否
し
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
訓
令
な
し
に
は
討
議
で

-123-

き
な
い
と
通
告
し
た
」
と
述
べ
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
樺
明
し
、
自
ら
の
濁
走
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

四
月
一
日
、
ウ
ェ
l
ド
は
、
雲
南
に
波
遣
を
珠
定
し
て
い
る
英
園
官
員
は
、

(

日

)

述
べ
、
二
日
に
は
、

四
月
二
十
五
日
に
は
上
海
を
出
設
す
る
用
一
意
一
が
整
っ
て
い
る
と

「
英
園
官
員
が
そ
の
任
務
途
行
の
た
め
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
ど
ん
な
場
所
に
も
最
大
限
行
か
せ
る
こ
と
、

(
日
刊
)

尋
問
を
希
望
す
る
ど
ん
な
人
物
に
も
尋
問
さ
せ
る
こ
と
」
を
要
求
し
、
こ
の
日
の
夕
刻
、
北
京
を
護
ち
上
海
に
向
っ
た
。

お

わ

り

上
海
へ
の
途
次
、
ウ
ェ
l
ド
は
天
津
で
領
事
モ
ン
ガ
ン
を
し
て
北
洋
大
臣
直
隷
総
督
李
鴻
一
章
一
を
訪
問
さ
せ
、

員
は
、
護
照
を
所
持
し
て
雲
南
に
行
く
英
園
官
員
の
安
全
を
保
誼
す
る
こ
と
に
そ
の
任
務
が
あ
り
、
調
査
に
参
加
す
る
た
め
に
行
く
の
で
は
な

(

幻

)

い
こ
と
」
を
念
押
し
さ
せ
た
。
そ
の
李
鴻
章
は
、
四
日
、
恭
親
王
に
「
英
圏
官
員
に
随
行
す
る
中
園
官
員
に
つ
い
て
の
私
の
意
見
は
、
花
開
知

(
印
叫
〉

府
用
署
天
津
海
防
同
知
宋
賓
華
が
遁
任
で
あ
る
と
考
え
る
」
と
述
べ
た
。
こ
こ
か
ら
、
雲
南
問
題
の
交
渉
前
途
に
李
鴻
章
の
影
が
色
濃
く
あ
ら

「
彼
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
官

325 
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わ
れ
は
じ
め
る
。

六
日
、
外
相
ダ
l
ビ
は
、

(

ω

)

 

上
海
の
ウ
ェ
l
ド
に
打
電
し
、
三
月
十
一
日
来
の
ウ
ェ
l
ド
の
針
清
交
渉
に
承
認
を
興
え
た
が
、
賠
償
に
つ
い
て

は
「
十
五
寓
雨
の
額
は
要
求
す
べ
き
十
分
の
根
援
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

な
お

一
一
層
の
説
明
を
貴
下
よ
り
得
た
い
」

(

印

)

ウ
ェ
l
ド
は
、
十
日
上
海
に
到
着
し
、
十
四
日
、
右
の
ダ
l
ビ
の
電
文
(
上
海
十
一
日
着
〉
に
覆
命
の
文
書
を
迭
っ
た
。
そ
の
中
で

と
述
べ
た
。

問
題
の
賠
償
に
つ
い
て
、

「
私
の
先
の
電
報

2
干
一
日
)

で
は
、

賠
償
に
つ
い
て
は

。
要
求
す
る
ん
'
2
0
B
gmC
の
語
で
は
な
く
ク
勧
告
す

る。

(
2
2日目

g
e
と
い
う
語
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
分
っ
て
い
た
だ
け
る
と
思
う
。
し
か
し
、
こ
の
電
文
で
は
、
私
が
賠
償
を
強
制
す
る

様
な
、
固
執
し
た
態
度
が
表
わ
さ
れ
て
い
た
。

(
中
略
)
私
は
、

(
中
園
側
に
渡
し
た
)
通
信
や
魔
書
の
中
で
φ

要
求
。
の
語
、

そ
の
中
園
語
諜
は

患
に
ク
提
議
。
(
司
『
告
。
∞
E
oロ
)
な
い
し
は
。
熱
心
に
押
し
つ
け
ら
れ
た
要
求
。

?
2
5
5
E
O
Z
S
E
E
-可
胃
2
8
6
で
あ
る
が
、
使
い
す
ぎ
た

こ
と
を
考
え
直
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
私
の
側
か
ら
す
る
唯
一
の
。
要
求
。
は
、
護
照
に
酎
す
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
、
彼
の
濁
断
で
こ
の

の
後
の
交
渉
に
お
い
て
も
課
題
と
な
る
が
、

チ
ー
フ
篠
約
で
は
、

ウ
ェ

1
ド
の
首
初
提
示
し
た
額
を
越
え
て
二
十
寓
雨
と
な
る
。

-124ー

問
題
の
交
渉
に
入
り
過
ぎ
た
事
を
再
び
樺
明
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
賠
償
額
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
説
明
さ
れ
な
か
っ
た
。
賠
償
は
、
こ

は
決
し
て
こ
れ
を
あ
き
ら
め
て
い
た
わ
け
で
な
い
。

懸
案
と
さ
れ
た
二
つ
の
問
題
は
、
こ
の
第

一
期
の
交
渉
で
は
萌
芽
的
に
示
さ
れ
た
が
、
嘗
面
の
要
求
か
ら
後
、
退
し
た
。

し
か
し
、

(

飢

)

ウ
ェ
l
ド
は
外
相
ダ
l
ピ
に
ま
た
次
の
よ
う
に
報
告
す
る
。

ウ
ェ

l
ド

「
ス
ペ
イ
ン
公
使
が
同
意

を
す
る
用
一一
意
が
あ
る
と
し
た
協
定
の
文
書
が
、
我
々
調
停
者
た
る
五
箇
園
公
使
の
手
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
私
の
同
僚
と
私
自
身

は
、
総
理
街
門
の
王
大
臣
を
呼
ん
で
我
々
と
と
も
に
こ
れ
を
協
議
す
る
よ
う
薦
め
た
。
従
っ
て
、
こ
の
三
週
間
、

キ
ュ
ー
バ
問
題
が
、
他
の
あ

ら
ゆ
る
仕
事
に
先
行
す
る
も
の
と
な
っ
た
」
、
「
私
は
、
間
も
な
く
懸
案
と
さ
れ
た
二
つ
の
問
題
に
立
ち
蹄
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、
次
段

階
の
交
渉
で
こ
れ
を
追
求
す
る
構
え
を
示
し
て
い
く
。一

八
七
三
年
に
五
箇
園
公
使
と
の
聞
に
協
定
が
締
結
さ
れ
た
は
ず
で
あ
り
、
皇
一
帝
が
代
っ
て

(

臼

)

も
そ
れ
を
遵
奉
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
事
は
何
一
つ
容
認
で
き
な
い
と
、
通
知
し
て
い
た
。

ま
た
、

一
方
、
恭
親
王
は
、
篠
約
第
N
項
に
つ

い
て
、

篠
約
第
M
内
}
円
〈
口
同



項
に
つ
い
て
は
、
五
箇
僚
補
足
規
定
公
開
M
O
T
o
r
3
-
g
g
g
q
O
2
2
ω
二
宮
町
己
主
0
5〉
が
す
で
に
あ
り
、
こ
の
数
年
総
理
衛
門
は
、

税

2
2
5
2
5、
兎
税
誼
明

(
0
5
B
Z
2
2
E
F
3
)、

艮
し

通
過
許
可

(
Eロ
田
町
宮
回
目
)
に
閲
す
る
三
つ
の
規
則
を
作
成
し
て
い
る
。

(
臼
〉

こ
れ
ら
の
基
礎
の
上
に
話
を
進
行
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
そ
れ
以
外
は
何
一
つ
容
認
で
き
な
い
と
述
べ
て
い
た
。

従
っ
て
、

こ
の
問
題
は
、
卒
行
線
を
た
ど
り
な
が
ら
、
次
期
の
交
渉
へ
と
持
ち
こ
さ
れ
て
い
く
。

註

司
05-mロ
O
R
n
o
。。ロ回
ι
O
R
E
-
司曲目
M
m
w

司臼・。
r-ロ
曲
は
同
り
・

0
・h

(
)

印

と
し
て
、
明
。
『
何
回
開
口

O
田
2
0
0ロ
oz-
。。『円何回目
uoロ品。ロ円。一.。
r
Z同
は

司・
0
・
ロ
と
し
て
引
用
し
巻
数
、
文
書
番
貌
を
記
す
。
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ハ
1
)

ス
レ
イ
ド
ン
除
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
騰
越
に
お
け
る
回
民
起
義
」

(
大
分
大
摩
数
育
風
宇
都
紀
要
五
1

六
一
九
八
一
〉
、
「
ス
レ
イ
ド
ン
隊
に

よ
る
緬
濃
ル
l
ト
探
査
」
(
同
紀
要
六
|
五
一
九
八
三
)
、
責
嘉
義
著

『
狽
西
回
民
政
権
的
聯
英
外
交
』
(
台
北
、
中
華
書
局
、
一
九
七
六
〉
第

二
一章
参
照
。

(

2

)

』・〉ロ《目。円切
Oロ一

ζω
ロ《
E
ミ
円
。

ζ
O
B
M
O
D
-
F
O
E
S
-
H∞
芯
-

官司・
ω品斗・

(
3
〉
マ

1
ガ
リ
の
内
陸
放
行
に
つ
い
て
は
吋
宮
』
O
C
5
3
0同
〉
-HN・

玄
hw

円四曲『可
-
r
o自

ω
Eロ
m
g
z
o
切

E
E
0・
2
L
g
n
r
g
玄
吉
唱
百
0・

明
g
B
F
U
』
0ロ
E
己
目
白
ロ
ι
F
a
g
a
-
4弓
=
『
俗
図
ユ
。
岡
田
Fomg三二
2
-

同J
O
町田円。一戸。ロ仏

o
p
g
a
参
照
。

(
4
〉
坂
野
正
官同
『
近
代
中
園
政
治
外
交
史
』
(
東
京
大
皐
出
版
曾
、
一
九

七
三
)
三
三
四
頁
。
な
お
植
田
援
雄

『東
洋
外
交
史
』
上
(
東
京
大
皐
出

版
曾
、
一
九
六
五
)
も
、
軟
弱
外
交
を
改
め
、
ゥ
ェ

l
ド
の
短
気
な
性
格

も
加
わ
り
、
こ
の
機
曾
に
過
去
の
一
切
の
懸
案
を
解
決
し
よ
う
と
し
た
こ

と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
(
五
九
頁
)
。

(
5
〉

玉
縄
租
、
「
馬
嘉
里
案
和
煙
蔓
傑
約
」
(
『中
英
関
係
史
論
叢
』
第
三

章
、
人
民
出
版
社
、
一
九
八
一
〉
こ
の
論
文
は
同
氏
の
吋
宮
玄
民
間
同
ミ

〉
同
巳
『
自
仏
、
H，
ro
の
ro向
。
。
〉
問
『
2
B
o
z
-
円、。ロ
ι。
P
H由
AH0・
の
第
二

一章
J
第
七
章
を
基
に
「
必
要
で
か
つ
遁
首
な
補
充
と
修
改
を
加
え
た
も

の
」
で
あ
る
。

(

6

)

凶
今
練
英
、
『
中
英
煙
登
倹
約
的
研
究
』
(
珠
海
書
院
中
園
文
胞
子
歴
史
研

究
所
碩
士
論
文
叢
書
之
二
、
一
九
七
八
〉
第
四
章
善
後
交
渉
輿
煙
蓋
篠
約

之
壁
訂。

〈

7
)

司・

0
・
8
印
¥
包
¥
同
ロ
乙
・

ω
5
2
0・ミ・、
H，F
o
i
n
z
o
u、
。
同
同
ロ
《
同
区

S
F向
『
・
毛
色
0

・

p-5阻
ま
民
話
-
u
-
N

電
文
中
の
「
李
珍
園
」
な
る

人
物
に
つ
い
て
は
、
二
日
援
の
イ
ン
ド
政
府
電
報

2
・0
・品。印
¥
ロ¥品∞
i
N
)

に
、
一
八
六
九
年
の
ス
レ
イ
ド
ン
隊
の
報
告
書
を
参
照
せ
よ
と
し
て
い

る
。
李
珍
園
は
勝
越
の
回
民
起
義
銀
座
に
カ
の
あ
っ
た
人
物
で
前
掲
黄
嘉

諜
氏
の
著
書
及
び
拙
稿
参
照
。

(

8

)

司・
0
・
8
印¥
ロ
¥品
タ
(
司
・
0
・H
吋¥豆
日
〉
玉
縄
租
氏
は
マ

1
ガ
リ
の
パ

ー
モ
到
着
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
三
月
一
日
の
タ
イ
ム
ズ
紙
に
掲
載
さ
れ
た
こ

-125ー
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school tiesand collegialties,ｗhiφoriginated。vith the progressive high

o伍cial,Tao Shu 陶浙，in the Daoguang period. In the third section l

investigate the rise of this group in the wake of the Taiping Rebellion

and in section four l study the policiesof recruitment, administration and

丘nance

　

adopted by Hu Linyi 胡林翼, the son-in-law of Tao Shu, as

governor-general of Hubei in this turbulent period. I point out that his

administration was inheritor to the legacy of the domestic reforms carried

out by Tao Shu and Lin Zexu 林則徐in the Daoguang period.

THE COURSE OF THE NEGOTIATIONS BETWEEN

　

THE QING DYNASTY AND BRITAIN AFTER

　　　　　　　

THE MARGARY INCIDENT

　

untilWade'sfirstdeparturefrom Beijing

Kanbe Teruo

　　

In February 1875 the British interpreter A. R. Margary was killed

near the town Manwyne in the border regions of Yunnan and in the same

area Browne's trade mission coming from Burmese Bhamo was attacked;

these incidents gave rise to the ｓｏ･called Yunnan problem. Upon recei▽-

ing

　

reports

　

about

　

the

　

incidents, the　British　minister to　China, T. F.

Wade, initiated diplomatic negotiations to settle ａ number of outstanding

issues. For more than ａ month it was demanded of Prince Gong and the

ministers of the Zongli Yamen　1) that British o伍cials partake in the

investigation and adjudication of the incidents, 2) that reparations be

made for damages incurred in the incidents, and　3) that clause IV and

4) clause XXVIII of the Tianjin Convention be revised.　These were the

basal conditions put forward by the British and the negotiations were

settled one　and ａ half year later with the conclusion of the Chefoo

Convention. Demands　3) and 4) had no direct　connection　with　the

Yunnan problem, but from the fact that Wade presented these demands

from the start of the negotiations, one can see that they constituted his

main points of interest.
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